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【第２回】
テーマ

地域支援のあり方の検討

目標

これからの地域支援制度について考える
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改

善

点

地
域
が
や
る
こ
と

・組織をスリム化する。組織の数を少なくする。

・地域団体の枠の見直し。町内会の合併。適正な大きさの
組織（基準を設ける）をめざす。

・役員の人数を見直し。

・現職が次の世代に引き継ぐ。育成，バックアップ，次期
リーダー（４０～５０歳台）の育成，若手をきたえる。

・若い人が参加しやすい「ポスト」を設ける。若い方との話し
合いの場づくり

・担い手・ボランティアを募集，発掘する。

・間口を広げる。自主的にやろうと思う人を見つける。声を
かける。

・各団体との情報交換を密にする。

・地域の人を知る。つながりを持つ。人と人とのつながり

・地域づくりにかかわるといろんなことがわかる。

・事務引き継ぎなどのシステム化

１．第1回検討委員会「ワークショップ」の振り返り（その１）
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１．第1回検討委員会「ワークショップ」の振り返り（その２）

改

善

点

行
政
が
や
る
こ
と

・行政からの配布物等の一本化 ⇒ 事務局へ

・やる気をささえる経済的支援

・拠点（公民館）への行政の支援

・行政責任を再認識すべき

・明確な相談先，地域の担当窓口（たらい回しにしない。），たて割りを
やめる。

・早く昨年の被害を復旧してほしい。

・町内の歴史の発掘，歴史をわかりやすくする。（資料づくり）

（や
め
て
も
ら
い
た
い
こ
と
）

行
政
に
見
直
し
て
ほ
し
い
こ
と

・町内への配布，回覧を控えてほしい（回覧数を減らしてほしい）。回覧
を精査する（回覧をなくしたら困る）。

・漠然とした研修会や講演会（人集めが大変），行事の動員の見直し

・敬老会の記念品を７５歳以上に（８０・９０歳の人には手厚くする。）

・活動の有益性を認めて，広めてほしい。

・たらい回し

・要望，要請の早期解決と連絡

・まちづくり座談会

・地域コミュニティの目的をはっきりとさせる。
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２．「地域コミュニティ」とは

 居住地域を同じくする共同体，主に日常生活が行われる範囲において，住民
同士の組織的，共同的な営みをいう（総務省定義）。

○地域コミュニティで活躍している団体

・自治会，町内会
・女性会
・子ども会

・老人会
・PTA
・まちづくり推進委員会

・福祉を高める会
・自主防災組織
・公衆衛生推進委員会

など

市全域小学校区自治会・町内会隣近所

○地域コミュニティのイメージ図

いいかえると

同じ地域に生活する住民同士がつながりあい，暮らしを支え合う組織や営み

この検討委員会では，おおむね小学校区ごとのまちづ
くり推進委員会の範囲のあり方について議論します。
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１） 地域コミュニティの役割

➢地域活動
・見守り等地域での支え合い
・文化や伝統の継承
・防災等地域の安心・安全 等
➢地域課題の発見
・地域で解決に向けて取り組む
・行政や専門機関へつなぐ 等

２） なぜ地域コミュニティが必要なのか

地域コミュニティがないと，
➢地域での支え合いがなくなる
➢文化や伝統が継承されない
➢何かあったときの「共助」がない

だからこそ
「地域コミュニティ」
が必要
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３．協働のまちづくりを支える福山市の５つの特徴

１） まちづくりの拠点 【公民館・交流館・コミュニティセンター（館）】

２） 地域の未来ビジョンづくり 【地域まちづくり計画】

３） 地域と行政をつなぐ 【生涯学習センター, 協働推進員】

４） 全市的に市民活動を支援する拠点 【まちづくりサポートセンター】

５） まちづくりへの関心を深める講座 【ふくやま人財大学】
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1) 福山市地域まちづくり推進事業補助金
2019年度（令和元年度）予算額 1億2,800万円

・ まちづくり推進委員会（79委員会）が地域の課題解決や
活性化をはかるために取り組む事業に対する補助金。

・ 均等割額と世帯割額を元に金額を算出

1委員会

平均160万円

事業概要・目的

2) 福山市地域まちづくり計画推進事業補助金
2019年度（令和元年度）予算額 800万円

・ 地域まちづくり計画を策定したまちづくり推進委員会が，同
計画に基づき実施する事業に対する補助金。

・ 1年あたり30万円を上限に補助金申請可

1委員会

上限30万円

3年間限定

事業概要・目的

４．活動財源

・ ・

3) 地域活動を支える各種助成・支援制度 資料２－２

※2019年度（令和元年度）で事業終了
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５．様々なまちづくり
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○まちづくり大学 ○ばら大学 ○人権大学 ○防災大学
○イコールふくやま人材育成セミナー ○環境大学
○多文化共生大学 ○子育て支援ボランティア養成講座
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3） 人材育成の取組 ふくやま人財大学

ふくやま人財大学は，地域活動に関わる幅広いコース・講座を設けて，市民の皆様が受講を通じ，①地
域活動に必要な知識・技術を学び ②仲間同士のネットワークを広げ ③自らの学びの成果を地域社会の
中で活かすこと を目的として開催しています。

【コース一覧】 全4コース8講座

○教養コース ふくやま♡まちづくり大学，福山ばら大学，ふくやま人権大学，

イコールふくやま人材育成セミナー，福山多文化共生大学

○安心安全コース 福山防災大学（防災士養成講座）

○環境コース ふくやま環境大学（環境サポーター養成講座）

○子育て応援コース キラキラサポーター（「子育て支援ボランティア」養成講座）

ふくやま人財大学・共通科目の「ふくやま♡まちづくり大

学」は，人がつながり，学び合う，出会いと学びの場です。
市民一人ひとりが「まちづくりの主役」として，いきいきと
活躍できるまちの実現をめざして開催します。

2019年度（令和元年度）チラシ 12



次世代の担い手づくり
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